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１．はじめに 

 本来、復興等に使用する資材は、使用後回収して洗浄を行い、再び使用するサイクル

になっている。福島第一原子力発電所事故後も、復興はこの様な復興用資材を使用しなが

ら進みつつ有るが、使用した復興用資材に放射性物質が付着する事で、その後、その資材

は放射性廃棄物のように管理されている状態で、別の現場では使用されないという。この

様な復興用資材を除染できれば、従来の一般的なリユースサイクルに乗せる事ができ、廃

棄物の削減、コストの削減等を行え、よりいっそう復興が加速されるはずである。よって、

種々の復興用資材について、標準的洗浄法を確立する目的で、洗剤、洗浄方法を比較検討

する試験を行った。 

 

２．方法 

 未使用の復興用資材（テント生地）を数センチ角に裁断し、そこに一定量のセシウム

１３７を塗布し、一定時間乾燥させる。次に種々の洗浄剤を濃度を変えて作成し、洗浄時

間、資材の状態等を変更した状態で試験を行い、その後にこのテント生地を回収測定し、

洗浄率を求めた。 

 

３．結果および考察 

 洗浄剤と水との間では、やはり大きな洗浄力の違いが見られ、洗浄剤間においても洗浄

率の違いは無視出来ない程度見られた。今回は数センチ角に裁断した未使用の復興用資材

（テント生地）を使用し、セシウム１３７を塗布し乾燥させ、一定量の洗浄剤の中で試験

したが、今後は実際に使用した復興用資材（テント生地）を使用したり、洗浄方法でも高

圧洗浄機等での試験をおこなうなど、より現実に近い状態での方法を模索しており、実際

の復興の現場で使用する事を考慮しながら試験を行う予定である。またテント生地以外に

も様々な復興用資材が、放射性物質の付着により使用出来ず、ただただ保管管理されてい

る状態にあるので、そのような資材でも同様の試験を行い、従来のリユースサイクルに乗

せられるよう研究を進めるつもりである。 
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